
とちぎの歴
れ き

史
し

国
こくちょう

庁復
ふく

元
げん

模
も

型
けい

初
しょ

代
だい

の県
けんちょうしゃ

庁舎（栃木市片岡写真館提供）

足利学校

　7 世紀後半に、下
し も つ け の く に

毛野国と那
な

須
す

国
のくに

が
統一されて下

しもつけのくに

野国ができました。これ
が、今の栃木県のはじまりの形です。
　下野国には国

こく

庁
ちょう

（今の県庁）や、
国
こく

分
ぶん

寺
じ

、国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

、下野薬
やく

師
し

寺
じ

がつ
くられ、都

みやこ

から伝えられた、はなや
かな文化がさかえていました。

　明
めい

治
じ

時代に入り廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

（全国の
藩
はん

を廃
はい

止
し

して府
ふ

県
けん

を置
お

いた）が行われ、
1873年（明治6年）6月15日に、現
在の栃木県が誕

たんじょう

生しました。最
さい

初
しょ

の
県庁は、現在の栃木市に置かれまし
たが、1884年（明治17年）に宇都
宮市へ移

うつ

されました。

　鎌倉時代には、小山、宇都宮、足利、
那須などの下野の武

ぶ

士
し

も御
ご

家
け

人
にん

とし
て活

かつ

躍
やく

しました。戦
せん

国
ごく

時代には、足
利学校が「板

ばん

東
どう

の大学」としてヨー
ロッパにまで、そのようすが伝えられ
ていました。
　江戸時代になると、日光は幕

ばく

府
ふ

の
聖
せい

地
ち

として、東
とうしょうぐう

照宮をはじめとする
華
か

麗
れい

な建物が作られ、特
とく

別
べつ

に保
ほ

護
ご

さ
れました。
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